
株式会社アネストシステム（情報システム業）

・運行管理システム GrowthBOX(写真左）
・運送業特化型グループウェアシステム BSS（写真右）

〇本社所在地:熊本県熊本市東区尾ノ上2
丁目23-1

〇事業概要:物流業界向けバーティカル
SaaS及び一般事業者向けホリゾンタル
SaaSの開発・販売・運営

〇常時使用する従業員:64人（2025年3月
期）

〇現在の売上高:20億円（ 2025年3月期）
○法人番号:8330002000429
○Web:https://anestsystem.jp/

代表取締役
尾田 真

我々は自社のサービスを誠実に社会に提供し続ける 
アネストシステムは「誠実（honest）」を軸に働く車の未来を支える先進のシステムソリューションを
熊本から全国へ発信し、自社製品を通して社会課題の解決に挑みます。時代や環境の変化に柔軟に最速
で対応する組織作りを行い、労働環境整備や従業員の待遇改善に対する投資を積極的にしていくことで、
仲間である社員を大事にしながらビジョンを達成したいと考えています。

売上高100億円実現の目標と課題

2035年の売上高100億目標達成に向け
①SaaS型ビジネスモデルによる安定的な成⾧の実現
②新サービス・新製品群による売上構成の多角化
③マーケテイング戦略の拡充及び人員増加による事業領域の拡張
以上、3つの目標に掲げ実現に向けて推進する。
売上高及び課題に関して別紙記載。

・設備投資による従業員の労働環境の改善
・AI/IoT活用による次世代製品開発
・法規制対応機能強化
・ハードウェアの自社ブランド製造（OEM等）
・マーケティング戦略の強化
・ASEAN地域等への海外展開
・M&Aによる機能・販路強化

売上高100億円実現に向けた具体的措置

・事業拡大に伴い、現社屋ではハード面（事業所面積）が不足。
・導入社数増加に比例して現人員ではサポート・保守負担が増加する懸念
・既存プロダクトの付加価値増加
・新規開発にかかる初期投資負担の回収
・市場浸透にはさらなる信頼性・導入実績が必要
・事業の根幹を担うシステム開発環境の早急な整備

実現目標 課題

目指す成⾧手段

企業理念・100億宣言に向けた経営者メッセージ

経営者
写真

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

・代表取締役である尾田真の指揮の元、人材採用と育成に注
力し、総務部、営業部、システム開発部の機能強化を積極的
に推進し、全社員が成⾧できる体制を構築する。

＊実施体制図に関しては別紙記載

実施体制



（売上高100億円実現の目標と課題及び具体的措置①）

株式会社アネストシステム（情報システム業）

100億達成

【目標①】SaaS型ビジネスモデルによる安定的な成⾧の実現
〈課題〉
-事業拡大に伴い、現社屋ではハード面（事業所面積）が不足。
- 導入社数増加に比例して現人員ではサポート・保守負担が増加する懸念
〈具体的措置〉
- 主力サービス（BSS、BSS for ALC）のサポート体制（コールセンター等）の強化
-営業部署の人員増加により2030年には13,000社導入の確実な実現。
- 開発人員の増員による製品の内製比率を高め、サポート負荷を軽減
（業務効率化と収益性の両立）

【目標②】新サービス・新製品群による売上構成比の多角化

〈課題〉
- 既存プロダクトの付加価値増加
- 新プロダクト開発にかかる初期投資負担の回収
〈具体的措置〉
- Bpaas（点呼・台帳・配車管理等の業務代行サービス）の本格展開
- AI・クラウドと連携した安全運転教育や車両稼働管理、
-EV支援等を含む複合ソリューションの提供

【目標③】マーケテイング戦略の拡充及び人員増加による事業領域の拡張

〈課題〉
- 市場浸透にはさらなる信頼性・導入実績が必要
- 事業の根幹を担うシステム開発環境の早急な整備

〈具体的措置〉
-新社屋建設によるシステム開発部署の最適化された開発環境整備を行う。
-各部署への人員拡充を行い、部署ごとの対応力の大幅な向上を図る。
- 自社の営業部員増加による販売力の強化
- 展示会への参加、セミナー等の開催を積極的に行い、商品の認知度の向上。

【自社サービス】

①Growth BOX(GBC)
運行管理システム

②Growth BOXDR(GBCDR)
安全運転管理システム

③Business Support System
（BSS）

業種特化型グループウェア

④BSSforALC (BSSforALC)
アルコール測定管理支援サービス
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専任部長

主任　以下1名 課長　以下11名 係長　以下8名 係長　以下7名 課長　以下24名




